
1. はじめに

交通からみた青森市の性格

鉄道通勤からみた青森市

成田篤子

青森市は，本州の最北端に位置し，交通の要所となっτいるQ 交通は都市の重要な機能。一

つでゐf)，交通が発達することによっτ都市の発展がみられ，また，都市り発展に伴っτ交通

が発達するともいえるQ

交通は，旅客交通と物資輸送に分けられるQ こ乙℃は，研究対象を前者の旅客交通，その中

でも特に鉄道通勤者。みに限定したQ またそり中心も，青森駅のみとしたQ 青森市の性格を交

通の面から考察しようと忠うが，まず才ーに，青娠を中心とする通勤圏を明らかにするQ 青森

の通勤範囲は，一般に，東北線方面τは，野辺地付近まで，奥羽方面でほ，弘前まで，津軽線

方面℃は，盛田ま℃といわれτいる。また，弘前と青訴は，約 40Km<D近距離にあf)，この両

市 ttC;;b~ける通劫嗣の境界は，一般に，浪嗣とされτぃゐがそれも考察すゐQ

2. 青森市付近。通期量

青森市在中心としτ，その付近の通勤状態をみゐために，駅同局Ij通幼量をあらわした。

〈才一|辺〉 これは，訳と駅。出合通ゐ通幼者の上D下りの片道交通についτの合計である。

才一図す全体的κみると，三つりやまがみられるQ 乙れは，弘前，青森，三沢を中心とする三

1出或℃あるQ 駅間男1J:i邑拐量からは，この三地域。境界は明らか℃ない。東北線方面と奥羽線方

面と比べゐと後者。方が， )卓動量。多いことがわかる。 青訴を中心とする地域にな凶τも，東

北線側<Ð{南町，浪打よりも，民羽 .:.:~ m4Cùdli:従 旬[械の )Jか ， ぇ!O~b量が多い。浦町，浪打，津軽新

城の各駅は，いずれも青森市内にぬるが， 津軽新城は，新市内地域なのに対しτ，7.良打，浦町

は，旧市内地域℃めるために，言!j者.t!Jも，パス交通刺用者が多いζとになるQ

3. 需給とその方向

ある，駅の乗車必[， !埠車訟は，その与えの供給力，需要力を示し，その万向，三は，地域閣にまF

ける需給l封係たあらわしτ去?"tJ .地域l湖の連結度を知ることが℃きる。そして，その方法とし

τは，あゐ駅のよtJ-F f)の列車への乗車訟をA，より下.!:H0列車からの降卓訟をBとすれば，

.~ ，/ 1 n n ，'A: ' ;: ;.:;" -di7 J_~' ____..6. 
その駅ο乗_IP三年(2，-A~ 1ぅX1 0 0 ， ¥牟卑率は瓦王BX10 0で求められゐ。今，降車率 δO

<1J以上の駅を7詩妥示とすれば， .呆ヰじ漏 ，央羽 1涼では，才-i~に示されゐj虫 o-cゐゐQ その中℃

も最高卒古示すのは，育蒜-c8 4.8各℃ゐゐQ 津主主総℃は， I年車率 50 必以下の訳が大部分℃

あゐG

i欠に，采尋Ldニi券卓θ方i五Jをみゐo ;呆1fi.(j)上 f)下りの令言|令に対すゐ活方白けiJ<L1比率仕出し 50 
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<i以上を示しτわる場合にその方向を優勢とする。この結果，津軽線は，すべτの駅が，青森

方面へ，共羽線では，撫牛子を除いτ弘前ま℃の各駅は，すべτ青森方面へ，また，東北線で

は，浦町，浪打の両訴を除いτ，野辺地，千曳まで下b方向， dUち， 青森方面への乗車が優勢

になっτいる。東北線-c， 1甫町，浪打の両駅が上b方面への乗車が従勢なのは，自ijltC述べたよ

うに，青森市の旧市内地域にあるため℃ある。降車方向も乗車の場合と同様にしτ求めた結呆

，乗車方向むよう!←定方向へ心範囲設はっき片f.，上りと下Fの方向数駅ずつ交互l亡ち財ゴ1て一定で

ない。乗車と降車。方向が一致しているωは司一方向I:/(j与、vlて，需給l詞係があることをいみして

阿る。それは，油川，中小園を徐いk'i半亙以と ，ぷ北線では ，浦町 ，浪打，小湊，清水川，狩

場沢，尻内以南，呉羽繰では，津軽新城，弘前の各嵐氏左いτみられゐ。上K述べた乗車方向

と，横山，水野両氏による附和37年の定期乗車K関する方面月Ij繭査と比較したとこう，ほほ

一致しτいる。

4. 青森への通勤量

(1 )青森への乗車人数

青森への乗車数の最も多いのは，津瑳線方面℃あt，その中の油川が，呉羽線，東北線の各

駅からの乗車数を上まわっτいる。 300人tl上の通勤者数を示しτいるのは，油川，浪岡，

弘前i，技虫C各訳τ，津軽線では， 長田 ，束北毒事では， 野辺地，央羽線℃は弘前を境にしτ青

森への采車数が減少しτ凶る傾向にある。これは，前述の乗車方向と大体一致し℃いる。ここ

で，通勤者数だけから，各駅と青森との連結皮を論ずゐことはできない。そのため，各駅にな

ける通jj)J者総数との闘係をみる必要がある。

時間距脅笹別稽単品量〈芳三図〉
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(司宵森へや通認j率〈才ニi翠〉

各訳から青森へ向かっ

との比率女王ドめた結果，

， t.良i議j，北常盤。同にその境界がみられるが，

均株比しτ求めると，

何こφζとから，

に入れることがで議るQ 比企V.L示されたよう

(よ長下b

がみられる。

と

よDもよまわっ-rv.

高~;;と0ため，認識率℃も，青森，話出 l両は， 8 0""'" 9 0 φと高率在示し， 1s:ωとζウ℃も

4 0......， 6 0必℃東北線ゃ呉羽認に比べゐと，必ずしも泣いとはいえない。

(寺青森へ0持制民高主主IJ撰算通量

し-rJ各掛からの時時距離を税葬し℃みゐと，全体Il>jV<:6 0"""'7 0分位。とに

るか られ，ゐ。 ζht.t， 

あゐ乙とを示しτいゐQ 最も多く っ℃

しではあるが J J:: 9弘上裂しτぃゐ。これは，

ため，本i議K比べ-r?令j昆-aれτv.ゐからであるうQ

5. 

と

察した結果，そ札ぞれり方法氏ょっ-r，多少の違いはあゐが，大{;q:， 

ふ。それは，東北線℃は，持場沢付近ま--C，長混設では，弘前，

にしτ60"""'7 0分，距誰にしLJ約 40 Km以内οと乙みであるQ

をみると，前述のよう

工いゐ。

6. 青最高tζ針け

昭和 41年 7j]

よ 口とみなした。

長なりに対しτ，函勢制査ttJ 5年比 lGfο品1豆心た心民，

などから考

を定治ると二とができ

ま--C--CJ時出

(f.r-;J 

，昭和 40年。岳i勢鋸

J 3年に i

00 

，経出入口の方が夜財j人口ι対し-r28.58る人多くなっ℃凶るQ ということは，乙

れだけの人口がす波市民流乱にんでき L¥ハる乙と℃あるa こむ昼f出入[]と夜同人DQ)差にコv.

L，意j寄託分説のよでみると，最も多v.CDが J1fP死小売拠--Ci矢

乙oように，

となっ℃いる。 このi二いて，最も

2 と:売上七べτみ今と，自iJ者。方が約 4.00 0 

，才ミ氏支誌呆に従事しずζいる人が室長<， 
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ιいえゐだるう。また， 1下;krtJは，県庁所在地であ t，県の政治の中心となっτいる乙とから

公務従事者も相当主文民のぼっτいゐQ

ス台わDに

以上:l芯べτきたようVC:，まず才-vc古森市〈古ムボ0み) ~'C:;b~けゐ:iill~J交)ili園長戸胡らかにし

た。また，青森市の産業分頭から，才 3次産業従事者。多V，乙ともわかった。乙れらの人々。

多くは，鉄道通劫によtJ，前述のj邑虫J同内から通~W し℃主 τいるQ
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